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今日の朝はそれなりに寒かったですが、午前中からどんどん気温が上がり、午後にはシ
ャツ１枚でＯＫな陽気になりました。ようやく冬も終わりかなあと感じる陽気ですが、週
明けは雪の予報すらでる寒空の逆戻りとのこと。まあ毎年３月はこんな季節で、正に三寒
四温で徐々に春に向かってゆく月ですよね。今日はダウンジャケットなど見たくもない陽
気なのに週明けはダウンジャケットが無いと耐えられない程寒いそうです。体調崩しそう。

外国人労働者数が約２３０万人と過去最多を更新
～厚生労働省「「外国人雇用状況」の届出状況まとめ」より～

厚生労働省は令和７年１月３１日、「外国人雇用状況の届出制度」に基づく令和６年１
０月末時点の外国人雇用についての届出状況の取りまとめを公表しました。
「外国人雇用状況の届出制度」は、「労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安

定及び職業生活の充実等に関する法律」に基づき、外国人労働者の雇用管理の改善や再就
職支援等を目的とし、すべての事業主に、外国人の雇入れ・離職時に、氏名、在留資格、
在留期間等を確認し、厚生労働大臣（ハローワーク）へ届け出ることを義務付けています
。

届出の対象は、事業主に雇用される外国人労働者（特別永住者、在留資格「外交」・「公
用」の者を除く。）で、数値は事業主から提出のあった届出件数であり、令和６年１０月
末時点の雇用状況を集計したものになっています。
公表によると、日本で働く外国人は２０２４年１０月末時点で前年と比べ１２．４％増

えて、２３０万２，５８７人に上り、過去最多を更新しました。人手不足を背景に、企業
が外国人の採用を増やしていることがよく分かります。

１．外国人労働者数は２３０万２，５８７人で、過去最多を更新
外国人労働者数は２３０万２，５８７人で、前年と比べて２５３，９１２人増加し、届

出が義務化された平成１９年以降、過去最多を更新しました。対前年増加率は１２．４％
で、前年と同率でした。

２．外国人を雇用する事業所数も過去最多を更新
外国人を雇用する事業所数は３４２，０８７所で、前年と比べて２３，３１２所増加し

、届出の義務化以降、こちらも過去最多を更新しています。対前年増加率は７．３で、前
年の６．７％から０．６ ポイント上昇しています。

３．国籍別ではベトナムが６７０，７０８人で昨年同様に最多
国籍別ではベトナムが最も多く５７０，７０８人で、外国人労働者数全体の２４．８％

を占めています。次いで中国４０８，８０５人（全体の１７．８％）、フィリピン２４５
，５６５人（全体の１０．７％）の順となっています。

４．在留資格別では、「専門的・技術的分野の在留資格」が７１８，８１２人で最多
在留資格別では、「専門的・技術的分野の在留資格」が届出義務以降初めて最多となり

７１８，８１２人で、前年より１２２，９０８人（２０．６％）の増加しています。また
、「専門的・技術的分野の在留資格」の中の「特定技能」は２０６，９９５人：前年比６
８，４７７人増（４９．５％）でした。、次いで「身分に基づく在留資格」が６２９，１
１７人で、前年比１３，１８３人（２．１％）増加、「技能実習」が４７０，７２５人で
、前年から５８，２２４人（１４．１％）増加しました。
なお、「都道府県別外国人雇用事業所数」では、東京、大阪、愛知、神奈川、埼玉、千

葉、福岡、兵庫、静岡に次いで１０番目が茨城県でした。

【厚生労働省「「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（令和６年１０月末時点）」】

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_50256.html


